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約10年の卓越周期を持つ本州東部の気温変動
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第8図小名浜と八丈島における月別のB＊i（実線）
　　　　とC＊i（破線）．第1成分．

　4．議　論

　第1節では約10年周期の気温変動が局地性を持つこ

と，すなわち銚子・小名浜など本州東海岸で特に大きい

ことを指摘した．この変動について次の事実が示され

た．（1）気温変動の局地性が著しいのは春～夏であり，

秋～冬の気温偏差は広域にほぼ一様に現れる．（2）春～

夏の東海岸では水温偏差が気温偏差を上回る．（2）から，

春～夏の東海岸の気温偏差は水温偏差に直接の原因があ

ると推測される．

　東日本の地上気温については，1950年頃を境にして冬

～春の気温が不連続的に上がった‘1気候ジャソプ”が知

られている（Yamamoto8」畝，1985）．一方，東北地方

太平洋岸の水温にもほぽ同じ時代にジャンプがあり，こ

れは夏にも認められる（近藤ら，1987，1988）．近藤ら

は，低温期（1923～1945年）には冬の気圧傾度が大きく

（従って季節風が強く）海面の冷却量も大きかったこと

を指摘し，冬の季節風の強弱が海面冷却量の大小を通じ

て東北太平洋岸の水温に影響するという仮説を示した．

さらに，この水温偏差が夏まで持続して沿岸の気温に影

響するというフィードバック機構が考えられている．
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　冬（あるいは秋～冬）の広域気温偏差が春～夏の本州

東海岸の水温・気温偏差を伴うという点で，気候ジャン

プと10年周期変動とは共通する性格を持つ．従って近藤

らの研究は10年周期変動を考える上でも興味が持たれ

る．しかし10年周期変動の機構についてはここでは深入

りを避け，今後の問題点として残しておぎたい．
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